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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策への期待感による株式市場の改善、実質
金利の低下、円高修正などにより景気回復への期待感から緩やかながら回復基調で推移いたしました。
建設業界におきましては、公共投資は震災復興関連を中心に堅調に推移し、民間設備投資は一部の業

種で回復基調にあるものの本格的な回復には至っておらず、建設物価の上昇や労務費の高騰などによっ
て激しい受注競争に終始いたしました。 
 当社グループの主力事業である電力業界におきましては、原子力発電所の再稼働遅延に伴う火力発電
所の稼働による燃料費等の大幅増加により、電気料金の値上げが実施され、その動向に注目が集まって
います。また、発送電分離や小売自由化といった電力システム改革の方向性など、先行きは依然として
不透明な状況が続くものと思われます。 
このような事業環境のもと、当社グループは工事案件を確実に受注へ繋げていくため営業体制の整備

を行いマーケットプライスに応えられる技術工法の改善、人材の育成など将来に向けた取り組みを推進
してまいりました。 
その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高34,444百万円(前年同四半期比

3.1％減)、売上高28,196百万円(前年同四半期比14.1％減)、うち海外工事は2,230百万円（前年同四半
期比0.4％増）となりました。また、利益面につきましては採算管理による収益力の向上、諸経費の削
減による原価低減に努めましたが、営業利益607百万円(前年同四半期比59.9％減)、経常利益808百万円
(前年同四半期比47.7％減)、四半期純利益384百万円(前年同四半期比34.8％減)となりました。 
なお、セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 
  

（建設工事部門） 

受注高につきましては事業用発電設備工事が増加したことにより前年同四半期に比べて部門全体とし
て増加し、14,715百万円（前年同四半期比1.9％増、構成比42.7％）となりました。売上高につきまし
ては、原子力関連工事および自家用発電設備工事が減少したことにより9,449百万円（前年同四半期比
22.9％減、構成比33.5％）となり、営業利益は854百万円（前年同四半期比1.3％増）となりました。 

  

（補修工事部門） 

受注高につきましては原子力関連工事が影響したことにより部門全体として減少し、19,728百万円
（前年同四半期比6.5％減、構成比57.3％）となりました。売上高につきましても、原子力関連工事お
よび自家用発電設備工事が減少したことにより18,747百万円（前年同四半期比8.9％減、構成比
66.5％）となり、営業利益は942百万円（前年同四半期比47.7％減）となりました。 

  

(イ) 資産 

流動資産は、現金預金が2,870百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金が5,934百万円減
少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて2,176百万円減少し48,983百万円となりました。 
固定資産は、投資有価証券が440百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて152百万

円増加し20,153百万円となりました。 

  

(ロ) 負債 

流動負債は、支払手形・工事未払金が672百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ
て1,486百万円減少し14,247百万円となりました。 
固定負債は、退職給付引当金が39百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて65百万

円減少し2,222百万円となりました。 

  

(ハ) 純資産 

純資産は、自己株式が646百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて471百万円減少
し52,666百万円となりました。 

  

平成25年５月10日に公表した平成26年３月期の通期業績予想については変更しておりません。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 19,744 22,615

受取手形・完成工事未収入金 22,207 16,272

有価証券 1,010 1,010

未成工事支出金 6,979 7,772

材料貯蔵品 5 5

繰延税金資産 479 443

その他 734 863

貸倒引当金 △1 －

流動資産合計 51,159 48,983

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 14,914 15,006

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,356 △9,527

建物・構築物（純額） 5,558 5,479

機械・運搬具 10,280 9,988

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,280 △9,164

機械・運搬具（純額） 1,000 824

工具器具・備品 1,658 1,658

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,497 △1,522

工具器具・備品（純額） 160 135

土地 4,365 4,367

リース資産 264 335

減価償却累計額 △114 △134

リース資産（純額） 150 201

建設仮勘定 22 84

有形固定資産合計 11,258 11,093

無形固定資産 223 192

投資その他の資産

投資有価証券 4,860 5,301

長期貸付金 84 83

賃貸不動産 1,075 1,078

減価償却累計額 △636 △646

賃貸不動産（純額） 438 431

繰延税金資産 454 347

その他 2,817 2,844

貸倒引当金 △136 △140

投資その他の資産合計 8,519 8,867

固定資産合計 20,000 20,153

資産合計 71,160 69,136
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 9,648 8,976

短期借入金 145 109

リース債務 108 122

未払法人税等 73 392

未成工事受入金 2,591 2,822

賞与引当金 796 802

役員賞与引当金 127 43

完成工事補償引当金 23 22

工事損失引当金 144 63

その他 2,075 892

流動負債合計 15,733 14,247

固定負債

リース債務 158 167

繰延税金負債 3 4

退職給付引当金 2,020 1,980

その他 105 70

固定負債合計 2,288 2,222

負債合計 18,022 16,470

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,645 4,645

利益剰余金 44,011 43,815

自己株式 △1,114 △1,760

株主資本合計 51,543 50,701

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,248 1,607

為替換算調整勘定 △91 △87

その他の包括利益累計額合計 1,156 1,520

少数株主持分 437 444

純資産合計 53,137 52,666

負債純資産合計 71,160 69,136
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 32,823 28,196

売上原価 28,633 24,786

売上総利益 4,189 3,409

販売費及び一般管理費 2,676 2,802

営業利益 1,512 607

営業外収益

受取利息 13 13

受取配当金 52 52

固定資産賃貸料 44 54

保険配当金 2 2

受取保険金 48 1

為替差益 － 114

その他 54 28

営業外収益合計 216 266

営業外費用

支払利息 0 0

固定資産賃貸費用 49 48

為替差損 97 －

その他 35 16

営業外費用合計 182 65

経常利益 1,546 808

特別利益

固定資産売却益 － 24

特別利益合計 － 24

特別損失

投資有価証券評価損 234 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

特別損失合計 235 0

税金等調整前四半期純利益 1,311 833

法人税、住民税及び事業税 309 371

過年度法人税等 400 －

法人税等調整額 △9 67

法人税等合計 699 438

少数株主損益調整前四半期純利益 611 394

少数株主利益 20 9

四半期純利益 590 384
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

少数株主利益 20 9

少数株主損益調整前四半期純利益 611 394

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △170 359

為替換算調整勘定 13 4

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △157 364

四半期包括利益 454 758

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 433 748

少数株主に係る四半期包括利益 20 10
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,311 833

減価償却費 543 526

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 2

その他の引当金の増減額（△は減少） 222 △201

受取利息及び受取配当金 △65 △66

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） 61 △42

持分法による投資損益（△は益） △18 △5

その他の営業外損益（△は益） △71 △82

有形固定資産除売却損益（△は益） － △22

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 234 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,210 6,467

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △2,785 △786

仕入債務の増減額（△は減少） △750 △1,281

未払消費税等の増減額（△は減少） 202 △629

その他 0 44

小計 5,089 4,757

利息及び配当金の受取額 67 68

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,863 58

その他 622 △474

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,914 4,409

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,987 △3,953

定期預金の払戻による収入 3,168 3,326

有価証券の取得による支出 △1,000 △1,000

有価証券の売却による収入 1,000 1,000

有形固定資産の取得による支出 △756 △240

有形固定資産の売却による収入 － 25

無形固定資産の取得による支出 － △0

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

貸付けによる支出 △10 △0

貸付金の回収による収入 7 1

その他 △37 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,616 △871
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 120 120

短期借入金の返済による支出 △125 △155

自己株式の取得による支出 △0 △646

自己株式の売却による収入 0 －

リース債務の返済による支出 △62 △65

配当金の支払額 △773 △580

少数株主への配当金の支払額 △4 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △844 △1,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,459 2,240

現金及び現金同等物の期首残高 13,623 14,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,082 17,218
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該当事項はありません。 

  

当社は、平成25年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,000,000株の取得を行いまし

た。この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が646百万円増加し、当第２四半期連結

会計期末において自己株式が1,760百万円となっております。 

  

  

  

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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(注) １.建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付けや改造工事

等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種プラント設備の解体、

廃止措置等の事業。 

 ２.補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業。  

  

  

  

  

（セグメント情報等）

前第２四半期 
連結累計期間

(自 平成24年４月１日
  至 平成24年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

比較増減
(△は減少)

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
  至 平成25年３月31日)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

受
注
高

建設工事部門 14,447 40.6 14,715 42.7 268 21,754 35.7

補修工事部門 21,100 59.4 19,728 57.3 △1,371 39,170 64.3

合計 35,547 100.0 34,444 100.0 △1,103 60,924 100.0

売
上
高

建設工事部門 12,249 37.3 9,449 33.5 △2,800 27,026 39.7

補修工事部門 20,573 62.7 18,747 66.5 △1,826 41,117 60.3

合計 32,823 100.0 28,196 100.0 △4,626 68,144 100.0

受
注
残
高

建設工事部門 21,114 58.8 18,910 58.7 △2,203 13,644 52.5

補修工事部門 14,802 41.2 13,309 41.3 △1,492 12,328 47.5

合計 35,916 100.0 32,220 100.0 △3,696 25,972 100.0
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